
加速アクションプラン個票

①実施項目 15 ②№２０ 実施状況 実施中
③加速プラン事業名
④所管課

⑤現状と課題

⑥取組み内容

⑦年度計画 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24
事業実施① 事業実施①② 事業実施② 事業実施②③ 事業実施②③ 事業実施②③

調査検討④ 一部実施④

57,600 44,251 51,202 63,126 63,126 63,126

57,593

⑧目標

・コンビニ、ＭＰＮ、クレジット収納システム整備

⑨効果

⑩達成度 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

⑪国集中改革プラン報告項目別全体計画（対Ｈ16）※当該加速プランが含まれる項目について表記

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 合計
15,000 25,000 56,000 64,000 71,000 231,000

全体報告値 20,000 26,000 72,000 80,000 87,000 285,000

単位：千円 5,000 1,000 16,000 16,000 16,000 54,000

【課題】　新システム導入に要する財政負担と関係業務の円滑、的確な移行
作業。

③　コンビニ収納システム整備、平成２２年度事業実施

④　ＭＰＮ・クレジット収納システム整備、事業実施

②　賦課徴収管理システム稼動

①　新システム導入にあたっては、ＲＦＰ（提案依頼書）実施により、税源移
譲、納税機会拡充へ向けた柔軟なシステム、納税進行管理の強化などの課
題への対応と住民情報システム間を中間サーバーを介し、随時処理運用が
図れるシステムの構築を進める。

収納課

【現状】 村税業務については、業務の多様化、複雑化するとともに、各種税制
改正に迅速、的確な対応が一層必要となっている。また、社会環境の変化に
伴い、コンビニ収納等の新たな納付機会拡充へのシステム構築が必要となっ
ている。収納率向上を図るため、滞納整理の効率化、事務精度の向上が必要
となっている。

収納率向上事業

【項目名】税の徴収対策

平成19年度から平成21年度ま
では集中取組期間です。

賦課徴収システム管理事業（旧：賦課徴収管理システム構築事業）

MPN　マルチペイメントネットワーク
官公庁、地方公共団体、民間企業などの収納機関と金融機関とを結ぶネット
ワーク。このネットワークを活用することで、利用者はATM、パソコン、携帯電
話等からの料金支払いを、いつでも、どこからでも行える。マルチペイメント
ネットワークを活用して金融機関が提供する各種サービスを世の中に広く浸
透させることを目的につけられた「Pay-easy（ペイジー）」というサービス名称で
知られている。

実施中①

【計画値算式】　業務実施経費

・賦課徴収管理システム業務数　21業務

・税制改正等への迅速、的確な対応と納付機会拡充による収納率向上と納税
者の利便向上が図られる。

・賦課徴収業務の精度向上、効率化及び有効性の向上が図られる。

計画値
実績値

差額

計画値 単位（千円）

実績値 単位（千円）
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